
明
和
製
作
所
社
長
　
　
　
　
（
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
生
野
　
岳
志
氏
に
聞
く

２
人
乗
り
Ｅ
Ｖ
向
け
開
発
次
世
代
市
場
を
開
拓
Ｓ
Ｒ
モ
ー
タ
ー

トップインタビュー

　
し
ょ
う
の
・
た
け
し
　

年

昭

大
阪
外
大

現
・
阪

大

外
国
語
学
部
卒
、
同
年
ヤ
マ
ハ
入
社
、

年
退
社
。

年

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
院
経
修
士
修
了
、
同
年
明
和
製
作
所

入
社
、

年
社
長
。
大
阪
府
出
身
、

歳
。

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

会
員
の
明
和
製
作
所

福
岡
県

糸
島
市
、
０
９
２
・
３
２
２
・

３
１
１
１

は
、
モ
ー
タ
ー
を

主
力
に
減
速
機
や
ダ
イ
カ
ス
ト

製
品
を
製
造
す
る
。
同
社
カ
ス

タ
ム
設
計
・
小
ロ
ッ
ト
生
産
で

合
理
化
を
図
り
、
厳
し
い
時
代

を
勝
ち
抜
く
。
ま
た
レ
ア
ア
ー

ス

希
土
類

を
使
わ
な
い
ス

イ
ッ
チ
ト
・
リ
ラ
ク
タ
ン
ス

Ｓ
Ｒ

モ
ー
タ
ー
で
、
次
世

代
市
場
を
狙
っ
て
い
る
。
生
野

岳
志
社
長
に
展
望
を
聞
い
た
。

西
部
・
三
苫
能
徳

◇

　
―
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

用

Ｓ
Ｒ
モ
ー
タ
ー
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
こ
の
モ
ー
タ
ー
は
西
日
本

工
業
大
学
や
福
岡
工
業
大
学
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
開
発
中
の

２
人
乗
り
小
型
Ｅ
Ｖ
に
搭
載
す

る
。
高
齢
化
に
よ
り
国
内
で
最

も
伸
び
る
分
野
だ
ろ
う
。
海
外

で
も
市
場
性
が
見
込
め
る
。
２

０
１
１
年
度
中
に
生
産
ラ
イ
ン

を
整
え
た
い
」

　
―
Ｓ
Ｒ
モ
ー
タ
ー
は
大
手
も

参
入
し
て
い
ま
す
。

　
「
資
源
危
機
で
注
目
さ
れ

た
、
古
く
て
新
し
い
技
術
。
多

用
途
が
期
待
で
き
る
が
、
当
社

の
身
の
丈
と
成
長
分
野
を
考
え

て
的
を
絞
っ
た
。

年
間
の
経

験
が
あ
り
、
独
自
技
術
も
持

つ
。
高
速
回
転
や
堅
固
さ
の
特

徴
を
生
か
し
て
、
従
来
型
モ
ー

タ
ー
並
み
に
効
率
性
を
向
上
さ

せ
る
」

　
―
電
動
バ
イ
ク
販
売
も
順
調

の
よ
う
で
す
。

　
「
小
型
か
ら
大
型
ス
ク
ー
タ

ー
、
小
型
４
輪
を
販
売
し
て
い

る
。
福
岡
県
内

店
舗
で
サ
ポ

ー
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
け

ら
れ
る
。
観
光
用
レ
ン
タ
ル
事

業
も
好
評
だ
。
一
時
間
５
０
０

円
か
ら
レ
ン
タ
ル
で
き
る
。
糸

島
市
は
山
も
海
も
あ
る
風
光

明
媚
な
地
域
。
環
境
に
優
し
い

め
い
び

電
動
バ
イ
ク
は
ぴ
っ
た
り
だ
。

市
内

カ
所
に
充
電
ス
ポ
ッ
ト

を
設
け
た
」

　
―
事
業
の
幅
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
「
モ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
と
し

て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
電
動
バ

イ
ク
事
業
は
地
域
密
着
型
事
業

に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
Ｅ
Ｖ

を
実
用
化
し
て
、
派
生
的
な
製

品
開
発
も
手
が
け
た
い
。
近
隣

に
点
在
す
る
滝
を
使
っ
た
水
力

発
電
に
も
関
心
が
あ
る
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
イ
ン

フ
ラ
に
貢
献
で
き
る
企
業
を
目

指
す
」

　
―
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
期
待
す

る
こ
と
は
。

　
「
台
湾
の
経
済
状
況
に
つ
い

て
の
講
演
会
は
と
て
も
役
立
っ

た
。
そ
の
後
、
実
際
に
台
湾
を

訪
問
し
て
、
Ｅ
Ｖ
メ
ー
カ
ー
を

視
察
し
た
。
中
小
製
造
業
は
生

き
残
り
が
厳
し
く
、
ア
ジ
ア
各

地
と
の
連
携
が
さ
ら
に
重
要
に

な
る
。
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
は
情

報
交
換
の
場
や
啓
発
を
一
層
期

待
し
た
い
」

よくここまで来た木田バルブ・ボール木田義一会長　�
国内シェア約 ％のステンレス製
バルブボールを手にする木田会長

　
木
田
バ
ル
ブ
・
ボ
ー
ル
を
創
業
し
た

の
は
１
９
６
４
年
の
こ
と
だ
。
当
社
は

ボ
ー
ル
バ
ル
ブ
の
心
臓
部
で
あ
る
ス
テ

ン
レ
ス
製
ボ
ー
ル

弁
体

の
製
造
を

手
が
け
、
現
在
は
国
内
約

％
の
シ
ェ

ア
を
持
つ
。
約

年
間
を
バ
ル
ブ
ボ
ー

ル
一
筋
で
や
っ
て
き
た
が
、

わ
れ
な
が
ら
よ
く
こ
こ
ま
で

来
た
と
思
う
。

　
製
造
業
を
始
め
る
ま
で
、

私
は
家
業
の
夏
菊
の
生
産
・

卸
・
小
売
り
を
手
伝
っ
て
い

た
。
高
校
に
進
学
し
た
も
の

の
勉
強
よ
り
実
業
の
方
が
面

白
く
、
一
学
期
で
中
退
し
て

し
ま
っ
た
。
現
在
の
本
社
工

場
が
あ
る
大
阪
府
東
大
阪
市

玉
串
の
周
辺
は
当
時
、
菊
の

農
家
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

た
だ
、
大
阪
と
い
う
大
都
市

近
郊
で
い
つ
ま
で
も
菊
農
家

が
続
く
と
は
思
わ
な
か
っ
た

し
、
何
か
事
業
を
起
こ
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
も
持
っ
て

い
た
。

　
製
造
業
を
始
め
た
発
端
は
、
鉄
工
所

に
勤
め
な
が
ら
大
学
に
通
っ
て
い
た
６

歳
年
下
の
弟

元
専
務

が
独
立
し
て

工
場
を
持
つ
た
め
旋
盤
を
一
台
買
う
と

言
い
出
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
現
在
の
ヤ

マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
の
前
身
で
あ
る
山
崎

鉄
工
所
の
旋
盤
は
当
時
１
９
０
万
円
近

い
値
段
で
高
価
だ
っ
た
。
購
入
費
用
の

半
分
を
実
家
で
負
担
し
、
残
り
は
月
賦

で
払
う
こ
と
に
決
め
、
現
在
の
本
社
か

ら
少
し
離
れ
た
畑
の
一
角
に
１
０
０
平

方

ほ
ど
の
工
場
を
建
て
た
。

　
当
初
は
エ
ア
シ
リ
ン
ダ
ー
用
の
シ
ャ

フ
ト
、
フ
ラ
ン
ジ
、
パ
イ
プ
と
い
っ
た

部
品
を
作
っ
て
い
た
が
、
旋
盤
一
台
だ

け
の
設
備
で
は
仕
事
に
な
ら
な
か
っ

た
。
刃
物
や
治
具
も
購
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
初
め
の
う
ち
は
収
入
よ
り
支

払
い
の
方
が
大
き
く
３
、
４
カ
月
た
つ

と
弟
が
「
や
め
よ
う
か
」
と

言
い
だ
し
た
。
し
か
し
、
そ

ん
な
に
短
期
間
で
や
め
て
し

ま
っ
て
は
近
所
の
笑
い
も
の

に
な
る
。
石
の
上
に
も
３
年

と
い
う
か
ら
最
低
で
も
３
年

は
続
け
る
よ
う
弟
に
話
し
た

と
こ
ろ
、
「

兄
さ
ん
も

家
業
の
合
間
に
手
伝
っ
て
ほ

し
い
」
と
頼
ま
れ
た
。
鍬
と

く
わ

ハ
サ
ミ
し
か
握
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
私
も
鉄
工
所

を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
最
初
の
５
―
６

年
は
正
月
く
ら
い
し
か
休
み

が
な
い
よ
う
な
状
態
だ
っ

た
。
３
年
目
く
ら
い
か
ら
自

分
で
営
業
に
出
て
仕
事
を
と

る
よ
う
に
な
り
、
フ
ラ
イ
ス

盤
、
ボ
ー
ル
盤
な
ど
の
機
械
も
少
し
ず

つ
買
い
足
し
た
。
５
年
目
に
は
よ
う
や

く
職
人
も
雇
い
、
工
場
も
現
在
の
場
所

に
移
転
し
た
。

大
阪
府
東
大
阪
市

全
３
回

農
産
物
や
花
を
保
冷
長
野
北
信
帆
布

　テント設計・製造の北信帆布（長
野市、福島一明社長、
）はテント構造の倉庫や冷蔵庫に
力を入れている。このほど開発した
「仮設組み立て式冷蔵庫 写真」は
農産物や花など保冷が必要な商品の
保管に役立つという。農家やスーパ
ーなどに売り込む計画で、福島社長
は「仮設というメリットを前面に出
していきたい」と意気込んでいる。
　 日から千葉市の幕張メッセで開
く「第８回国際フラワーＥＸＰＯ」
に出展する。大きさは高さ約２ で
床面積約 ―約 平方 の３種類
を用意。箱形テントと冷凍機を組み
合わせた商品で畑や果樹園など屋外
で使える。価格は 平方 タイプ
で「 万円以下にしたい」と価格を
抑える考え。
　 年創業の同社は近年、公共事
業や設備投資が抑制される中、新た
な需要を創出するためテントの機能

化で活路を見いだそうとしている。
仮設組み立て式冷蔵庫はテントの特
性を生かしてリンゴなど農産物の収
穫期、仏花販売が集中するお盆やお
彼岸といった時期だけ設置して使用
できる。
　商品化のヒントを探るために活用
しているのが異業種交流で「当事者
が困っている情報を聞き出せる」と
福島社長。新商品も農家や流通業者
との交流によって開発した。今後も
人とのつながりを生かした商品開発
に取り組んでいく。

ラ
ジ
オ
体
操
で
人
間
教
育
新
潟
コ
イ
デ
エ
ン
ジ

　ラジオ体操（写真）と朝礼を 年
間行い、心身ともにプラスエネルギ
ーを入れて社長はじめ全社員が元気
な会社がある。コイデエンジニアリ
ング（新潟県三条市、小出茂社長、

）だ。液晶やリチウム
電池などの関連装置や自社装置の設
計開発製作を手がける。
　小出社長は日立製作所で設計開発
に携わっていたが 歳の時、独立し
て設計事務所を開設した。それ以
来、毎朝８時 分に社員が駐車場に
集合。おはようございますの後、膝
を高く上げる足踏みを５分、ラジオ
体操を３分して体を柔らかくする。
雨天は社内でする。
　全員は体操が終わると同時に事務
所まで走り、小出社長の元気な朝礼
が始まる。こんにちは、ありがとう
ございますなど の基本語を全員が
大声で唱和。ここで気持ちが シャ
キッ となる。続いて社訓や５Ｓ

（整理 整頓 清掃 清潔 躾〈しつ
け〉）、ホウレンソウ（報告・連
絡・相談）の内容を唱和する。今
日も頑張ろうと意気が高まる。
　最後は一人が前に出て１分間ス
ピーチする。これは人の前で、あ
がらずに意志や考えを伝達できる
話術上達の狙いがあるとか。小出
社長は「企業は人だ。人間教育に
力を入れてきた」と自信をみせ
る。管理者養成学校に毎年一人を
２週間送り出している 同社は ５
Ｓで社内のすみずみまできれいに
明るい環境で元気に満ちている。

１０－１１月の予定
　月

　◇７日（金）―９日（日）埼玉、
東京、千葉、茨城産業人クラブ「４
都県産業人クラブ合同　若手・地域
間交流会　ｉｎ　札幌」（札幌市
内、石屋製菓など見学）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：東芝首都圏支社支
店長・田尻澄夫氏（さいたま市浦和
区、日刊工業新聞社さいたま総局）
　◇ 日（水）東京産業人クラブ女
性部会「 月例会」講師：法政大院
教授・坂本光司氏（東京都千代田
区、ＫＫＲホテル東京）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「役員
会」（さいたま市浦和区、彩懐石　
うらわ高砂）
　◇ 日（火）東京産業人クラブ
「東京都立産業技術研究センター見
学会」（東京都江東区）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ　
特別講演「企業の危機管理を考える
セミナー」講師：技術士・黒澤岳夫
氏、経営士・豊田賢治氏、新建新聞
社リスク対策・ＣＯＭ編集長・中沢
幸介氏（さいたま市浦和区、浦和コ
ミュニティセンター）
　◇ 日（水）― 日（木）名古
屋、大阪、滋賀、中国四国産業人ク
ラブ　見学・交流会「びわ湖環境ビ
ジネスメッセと江・浅井３姉妹博覧
会」（滋賀県長浜市、滋賀県立長浜
ドーム）
　◇ 日（木）― 日（金）福島、
いわき、新潟、宮城、東京など各産
業人クラブ「福島モノづくりツア
ー」（福島市内、福島製作所、北芝
電機、富士通アイソテック見学）
　◇ 日（金）― 日（土）埼玉産
業人クラブ・経営研究部会「東日本
大震災被災地の視察会」（宮城県多
賀城市）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「工場見学会」
（埼玉県秩父市、埼玉富士）
　◇ 日（水）東京産業人クラブ・
東京産学交流会（サザンクロス）・
月定例会「ランチェスター戦略　
実践編」講師：戦国マーケティング
社長・福永雅文氏（東京都大田区、
三井ガーデンホテル蒲田）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ
「第 回埼玉県産業振興懇談会」第
１部：埼玉県幹部を囲む意見交換
会、第２部：講演会　講師：キヤノ
ン電子社長・酒巻久氏、懇親会（さ
いたま市中央区、ラフレさいたま）
　

　月
　

　◇４日（金）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「学生企
業支援プログラム　第６回ビジネス

プランコンテスト」第１部・表彰
式 第２部 記念講演　講師：三菱自
動車工業上級エキスパート・橋本昌
憲氏 埼玉県宮代町 日本工業大学
　◇４日（金）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「第 回
定時総会」（埼玉県春日部市、料理
工房つくし）
　◇８日（火）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「エコグラム研
修」講師：サロン・ド・ソノリ社長
・中川裕美子氏（さいたま市浦和
区、日刊工業新聞社さいたま総局）
　◇８日（火）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「親睦ゴルフ大
会」（埼玉県寄居町、森林公園ゴル
フ倶楽部）
　◇８日（火）東京産業人クラブ・
東東京マネジメント研究会「親睦ゴ
ルフ大会」（千葉県八千代市、中山
カントリークラブ）
　◇９日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：さいたま総研経営
継承事業部・長谷川勇氏（さいたま
市浦和区、日刊工業新聞社さいたま
総局）
　◇ 日（金）栃木産業人クラブ
「日本機械学会栃木ブロックとの交
流会」（宇都宮市、ホテル東日本宇
都宮）
　◇ 日（月）東京産業人クラブ・
東京産学交流会（サザンクロス）
「 年度定時理事会・総会」講
師：ティーケーアソシエイト会長・
津上健一氏（東京都大田区、三井ガ
ーデンホテル蒲田）
　◇ 日（月）茨城産業人クラブ・
経済討論会「工場長サミットー震災
後の茨城のモノづくり」モデレータ
ー・関東経済産業局地域経済部長増
田仁氏（水戸市、水戸京成ホテル）
　◇ 日（月）千葉産業人クラブ
「 産学官シンポジウム～復旧・
復興に生きる技術と支援～」（千葉
市中央区 三井ガーデンホテル千葉
　◇ 日（木）首都圏産業人クラブ
・日刊工業新聞社「産学官シンポジ
ウム～新時代を築く若き挑戦者」
（東京都千代田区、ホテルグランド
パレス）
　◇ 日（木）― 日（土）名古屋
産業人クラブ・岐阜産業人クラブ
「島根県の産業と観光　視察会」
（松江市ほか）
　◇ 日（金）首都圏産業人クラブ
「親睦ゴルフ大会」（神奈川県葉山
町、葉山国際カンツリー倶楽部）
　◇ 日（金）― 日（土）埼玉産
業人クラブ「ポラスグループ　ポラ
テック滋賀工場視察会」（滋賀県甲
賀市）
　◇ 日（火）埼玉産業人クラブ
親睦ゴルフ大会 （埼玉県狭山市、
武蔵カントリークラブ笹井コース）
　◇ 日（金）千葉産業人クラブ
「秋季ゴルフコンペ」（千葉市若葉
区、袖ケ浦カンツリークラブ・新袖
コース）

新
入
会
員

「マッスルスーツ」を試着する参加者

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 １０月７日 金曜日 　　

第

回
ゴ
ル
フ
大
会

原
田
氏
が
優
勝

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉

産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

長
谷
川
勉
会
長

長
谷
川

鉄
工
所
社
長

は
９
月

、

の
両
日
、
第

回
ゴ
ル
フ

大
会
と
１
泊
懇
親
会
を
栃
木

県
那
須
町
で
開
い
た
。
初
日

は
、
塩
原
カ

ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
の
ゴ

ル
フ
大
会

写
真

。

グ
リ
ー
ン
で

苦
戦
し
て
ス

コ
ア
を
崩
す

会
員
も
い
た

中
、
ミ
ッ
ク

埼
玉
県
日

高
市

の
原

田
岳
巳
社
長

が
ネ
ッ
ト

・
８
で
優

勝
。
２
位
に

エ
フ
テ
ッ
ク

の
昼
間
勉
副
社
長
、
３
位
に

金
子
製
作
所

さ
い
た
ま
市

岩
槻
区

の
金
子
晴
房
社
長

が
入
賞
し
た
。

　
プ
レ
ー
後
、
参
加
者
は
松

川
屋
那
須
高
原
ホ
テ
ル
の
温

泉
で
休
憩
。
そ
の
後
の
懇
親

会
で
は
、
く
つ
ろ
い
だ
気
分

で
歓
談
し
た
。
会
合
は
、
長

谷
川
会
長
に
よ
る
三
味
線
の

演
奏
披
露
で
盛
り
上
が
る
な

ど
、
産
学
の
交
流
を
ま
す
ま

す
深
め
る
場
と
な
っ
た
。

事
業
承
継
　テ
ー
マ

参
加
者
の
関
心
高
く

埼
玉
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
埼

玉
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

小
原

敏
治
会
長

小
原
歯
車
工
業

社
長

は
９
月

日
、
「
じ

っ
く
り
訪
問
シ
リ
ー
ズ
第

弾
」
と
し
て
東
京
都
渋
谷
区

の
東
京
中
小
企
業
投
資
育
成

を
訪
れ
た
。
今
回
は
同
社
の

瀬
口
敬
三
取
締
役
が
中
小
企

業
の
事
業
承
継
を
テ
ー
マ
に

講
演

写
真

。
冒
頭
、
小

原
会
長
は
「
我
々
に
と
っ

て
、
と
て
も

勉
強
に
な
る

内
容
」
と
あ

い
さ
つ
。
参

加
し
た
若
手

経
営
者
ら

人
は
真
剣
な

表
情
で
講
演

に
耳
を
傾
け

た
。

　
瀬
口
氏
は

事
業
承
継
や

経
営
紛
争
の

パ
タ
ー
ン
な

ど
を
紹
介
。

「
紛
争
は
一

度
起
こ
る
と
解
決
す
る
の
は

難
し
い
。
予
防
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
強
調
し
た
。
予
防

策
と
し
て
、
経
営
権
の
維
持

・
管
理
や
開
か
れ
た
会
社
作

り
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
終
了
後
の
懇
親
会
に
は
瀬

口
氏
も
参
加
。
互
い
の
経
験

談
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

見
学
会
開
く

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は
９
月

日
、
東
京

都
墨
田
区
業
平
の
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ル
ー
ム

で
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
見

学
会
を
開
い
た

写
真

。

会
員
や
東
京
電
機
大
学
か
ら

人
が
参
加
。
東
京
タ
ワ
ー

の
ほ
ぼ
２
倍
高
さ
に
な
る
世

界
的
に
も
屈
指
の
高
さ
の
電

波
塔
を
身
近
に
感
じ
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

　
冒
頭
に
施
設
紹
介
ビ
デ
オ

を
見
学
。
続
い
て
行
わ
れ
た

工
事
現
場
で
の
見
学
で
は
、

間
近
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見

な
が
ら
、
施
設
各
部
の
特
徴

や
用
途
の
説
明
に
耳
を
傾
け

た
。
見
学
終
了
後
に
は
ビ
デ

オ
で
、
中
央
心
棒
を
用
い
た

「
法
隆
寺
の
構
造
に
似
た
」

耐
震
構
造
な
ど
を
確
認
。
地

上
高
さ
に
比
べ
浅
く
て
も
十

分
な
揺
れ
強
度
を
備
え
る
特

殊
な
地
下
基
礎
構
造
や
「
登

頂
の
公
差
が
５

以
内
」
な

ど
構
造
上
の
傑
出
し
た
特
徴

が
詳
し
く
披
露
さ
れ
た
。
質

疑
応
答
で
は
、
質
問
が
と
ぎ

れ
る
こ
と
な
く
続
い
た
。

千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
石
黒
　
真
史
氏
　
商
工

中
金
千
葉

支
店
長

千
葉
市

中
央
区
新

町
３
の

、
０
４
３
・
２
４
８
・
２

３
４
５
、
金
融
機
関

東
京
理
科
大
の

２
氏
が
講
演

東
東
京
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
会

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

東
京
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

嶋
田
貫
一
会
長

高
橋
木

箱
製
作
所
社
長

は
９
月

日
、
東
京
都
中
央
区
の
日
刊

工
業
新
聞
本
社
で
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
を
開
い
た
。
２
０
１
３
年

４
月
に
Ｊ
Ｒ
金
町
駅

東
京

都
葛
飾
区

周
辺
に
葛
飾
キ

ャ
ン
パ
ス
を
開
設
す
る
東
京

理
科
大
学
か
ら
講
師
を
迎

え
、
着
用
型
動
作
補
助
装
置

「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
」
に
関

す
る
研
究
の
ほ
か
、
大
学
の

研
究
成
果
を
実
用
化
す
る
枠

組
み
と
し
て
「
技
術
研
究
組

合
制
度
」
に
つ
い
て
講
演
を

行
っ
た
。

　
第
１
部
で
同
大
学
の
小
林

宏
工
学
部
教
授
が
、
腰
の
動

き
を
補
助
す
る
マ
ッ
ス
ル
ス

ー
ツ
を
着
用
す
る
と
、
筋
力

使
用
量
を
最
大

％
以
上
低

減
で
き
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
。
介
助
者
を
補
助
す
る
ス

ー
ツ
と
し
て
実
用
化
が
迫
る

中
、
「
最
終
的
に
介
助
さ
れ

る
人
を
助
け
、
介
護
者
の
自

立
を
支
援
し
た
い
」
と
目
標

を
述
べ
た
。
同
ス
ー
ツ
を
試

着
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
ま

る
で
サ
イ
ボ
ー
グ
」
な
ど
の

感
嘆
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。

　
第
２
部
で
は
同
大
学
の
藤

本
隆
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ

ー
長
が
技
術
研
究
組
合
制
度

を
解
説
。
同
組
合
で
実
用
化

に
向
け
た
製
品
改
良
や
市
場

開
拓
を
進
め
た
上
で
事
業
化

す
る
方
が
、
「
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
設
立
な
ど
に
必
要
な
資

金
面
で
の
リ
ス
ク
を
軽
減
で

き
る
」
と
述
べ
た
。
産
学
連

携
を
進
め
る
参
加
者
か
ら
は

「
経
営
の
選
択
肢
が
広
が
っ

た
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
聞

か
れ
た
。

佐
藤
学
部
長
を

副
会
長
に
選
任

Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学

交
流
会
が
総
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は
９
月

日
、
埼
玉

県
川
越
市
の
氷
川
会
館
で
、

第

期
通
常
総
会
を
開
い
た

写
真

。
会
員
企
業
や
東

京
電
機
大
学
関
係
者
ら

人

が
参
加
。
議
案
審
議
の
承
認

に
続
く
役
員
改
選
で
は
、
新

た
に
佐
藤
定
夫
東
京
電
機
大

学
理
工
学
部
長
を
副
会
長
に

選
任
。
新
理
事
に
岡
崎
孝
宣

東
京
理
工
舎
社
長
、
椎
葉
究

東
京
電
機
大
学
教
授
、
遠
藤

正
樹
同
准
教
授
を
、
新
幹
事

に
は
浜
野
尚
吉
共
同
技
研
化

学
社
長
を
選
任
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
川
田
工
業

栃
木
工
場
の
菊
池
和
男
技
術

担
当
次
長
が
「
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
製
作
と
現
場
架

設
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
大

口
径
管
の
加
工
や

現
場
架
設
な
ど
の

苦
労
話
を
披
露
し

た
。

　
懇
親
会
で
は
、

古
田
勝
久
東
京
電

機
大
学
学
長
が
、

昨
今
の
大
学
生
が

置
か
れ
た
厳
し
い

就
職
環
境
に
言
及

し
な
が
ら
も
「
本

学
か
ら
会
員
企
業

の
皆
さ
ま
に
よ
い

人
材
を
提
供
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。
参
加
者
ら
は
和
や
か
に

産
学
の
交
流
を
深
め
た
。

９
月
例
会

新
商
品
生
み
出
す

発
想
法
テ
ー
マ
に

東
京
産
学
交
流
会

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

京
産
学
交
流
会

渡
辺
佳
英

会
長

大
崎
電
気
工
業
会

長
は
９
月

日
、９
月
例
会

「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
発
想

を
生
む
双
方
向
型
セ
ミ
ナ
ー

発
電
会
議
」
を
東
京
都
大

田
区
の
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
蒲
田
で
開
い
た
。

　
モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業
の

創
業
や
新
製
品
開
発
を
支
援

す
る
ｅ
ｎ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ

東
京

都
港
区

の
宇
都
宮
茂
氏
ら

が
進
行
役
に
な
り
、
製
品
・

事
業
開
発
の
担
当
者
ら
十
数

人
が
新
商
品
を
生
み
出
し
や

す
い
発
想
法
に
つ
い
て
考
え

た

写
真

。

　
ｅ
ｎ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
は
モ
ノ
づ

く
り
は
製
造

業
だ
け
の
仕

事
で
は
な

く
、
「
誰
で

も
町
工
場
に

企
画
提
案
で

き
る
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
発

足
し
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
。
参

加
者
は
三
つ

の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、

自
己
紹
介
や

頭
の
柔
軟
体

操
の
後
、
打

ち
解
け
た
雰
囲
気
の
中
で

「
部
下
に
贈
り
た
い
賞
品
」

に
つ
い
て
知
恵
を
出
し
合
っ

た
。
学
習
能
力
を
向
上
で
き

る
安
眠
枕
や
男
女
が
３

以

内
に
接
近
し
な
い
と
充
電
さ

れ
な
い
カ
ッ
プ
ル
向
け
ソ
ー

ラ
ー
電
波
式
腕
時
計
な
ど
、

部
下
へ
の
ね
ぎ
ら
い
と
感
謝

の
意
味
を
込
め
た
賞
品
が
多

数
考
案
さ
れ
た
。

名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
片
桐
　
清
志
氏
　
シ
ー

キ
ュ
ー
ブ

取
締
役
相

談
役

名

古
屋
市
中

区
門
前
町

１
の

、
０
５
２
・
３
３
２

・
８
０
０
１
、
通
信
建
設

業
、
ユ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
関

連
事
業
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ

ン
フ
ラ
関
連
事
業


